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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ
　Ｓｅｒｖｉｃｅ）ゲートウェイと自基地局との間のＭＢＭＳベアラに対応付けられたＱ
ＣＩ（ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）をＭＣＥ（Ｍｕｌｔｉ－ｃｅｌｌ／
ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｅｎｔｉｔｙ）から取得する制御部を
備え、
　前記制御部は、前記ＱＣＩに基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐｏ
ｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ）伝送によりマルチキャストサービスを提供する
基地局。
【請求項２】
　前記制御部は、前記ＱＣＩに基づいて、前記ＭＢＭＳベアラに対応する前記ＳＣ－ＰＴ
Ｍ伝送におけるスケジューリングを行う請求項１に記載の基地局。
【請求項３】
　ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ
）伝送によりマルチキャストサービスを提供する基地局を有する移動通信システムにおい
て用いられるＭＣＥ（Ｍｕｌｔｉ－ｃｅｌｌ／ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔ
ｉｏｎ　Ｅｎｔｉｔｙ）であって、
　ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ
　Ｓｅｒｖｉｃｅ）ゲートウェイと前記基地局との間のＭＢＭＳベアラに対応付けられた
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ＱＣＩ（ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を前記基地局に送信する制御部を
備えるＭＣＥ。
【請求項４】
　ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ
）伝送によりマルチキャストサービスを提供する基地局を有する移動通信システムであっ
て、
　ＭＣＥ（Ｍｕｌｔｉ－ｃｅｌｌ／ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｅ
ｎｔｉｔｙ）を有し、
　前記ＭＣＥは、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｍｕ
ｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）ゲートウェイと前記基地局との間のＭＢＭＳベアラに
対応付けられたＱＣＩ（ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を前記基地局に送
信し、
　前記基地局は、前記ＱＣＩに基づいて、前記ＳＣ－ＰＴＭ伝送により前記マルチキャス
トサービスを提供する移動通信システム。
【請求項５】
　基地局を制御するためのプロセッサであって、
　ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ
　Ｓｅｒｖｉｃｅ）ゲートウェイと前記基地局との間のＭＢＭＳベアラに対応付けられた
ＱＣＩ（ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）をＭＣＥ（Ｍｕｌｔｉ－ｃｅｌｌ
／ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｅｎｔｉｔｙ）から取得する処理と
、
　前記ＱＣＩに基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　
Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ）伝送によりマルチキャストサービスを提供する処理と、を実行
するプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおけるネットワーク装置、ユーザ端末、及び基地局に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムの標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔ
ｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）において、マルチキャスト／ブロー
ドキャストサービスを提供するために、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）が仕様化されている。
【０００３】
　現行のＭＢＭＳにおいては、複数のセルからなるＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ－Ｂ
ｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｉｎｇｌｅ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）エリア単位で
、ＰＭＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して、マル
チキャスト／ブロードキャストデータが送信される（ＭＢＳＦＮ伝送）。
【０００４】
　一方で、効率的なマルチキャストサービスを提供するために、ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇ
ｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ）伝送が検討されている。
ＳＣ－ＰＴＭ伝送においては、セル単位で、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して、マルチキャストデータが送信される
。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】３ＧＰＰ寄書「ＲＰ－１４２２０５」
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【発明の概要】
【０００６】
　一つの実施形態に係る基地局は、ＭＢＭＳゲートウェイと自基地局との間のＭＢＭＳベ
アラに対応付けられたＱＣＩをＭＣＥから取得する制御部を備える。前記制御部は、前記
ＱＣＩに基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストサービスを提供する。
【０００７】
　一つの実施形態に係るネットワーク装置は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストサ
ービスを提供するネットワークに設けられる。前記ネットワーク装置は、セル内のユーザ
端末から通知される情報又は前記ネットワークにおけるＭＢＭＳの設定状況に基づいて、
前記セルにおいて前記ＳＣ－ＰＴＭ伝送を行うか否かについて判断する制御部を備える。
【０００８】
　一つの実施形態に係るユーザ端末は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストサービス
がネットワークから提供される。前記ユーザ端末は、前記ＳＣ－ＰＴＭ伝送が開始されて
いる場合において、前記ネットワークに測定報告を送信する処理を行う制御部を備える。
前記測定報告は、前記ＳＣ－ＰＴＭ伝送に適用されている変調・符号化方式が十分である
か否かを示す情報を含む。
【０００９】
　一つの実施形態に係るユーザ端末は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストサービス
がネットワークから提供される、前記ユーザ端末は、前記ネットワークからのＭＢＭＳカ
ウンティング要求に応じて、前記ネットワークにＭＢＭＳカウンティング応答を送信する
処理を行う制御部を備える。前記ＭＢＭＳカウンティング応答は、前記ユーザ端末の地理
的な位置を示す情報又は前記ユーザ端末が検知した隣接セルに関する情報を含む。
【００１０】
　一つの実施形態に係る基地局は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストサービスを提
供する。前記基地局は、ユニキャスト伝送用の第１のベアラ及びＳＣ－ＰＴＭ伝送用の第
２のベアラを有するユーザ端末にデータを送信する処理を行う制御部を備える。前記制御
部は、コアネットワークから受信するデータを前記第１のベアラ及び前記第２のベアラの
何れか一方にルーティングすることにより、前記ユニキャスト伝送と前記ＳＣ－ＰＴＭ伝
送との間の切り替えを行う。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ＬＴＥシステムの構成を示す図である。
【図２】ＭＢＭＳ／ｅＭＢＭＳに係るネットワーク構成を示す図である。
【図３】ＬＴＥシステムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタック図である。
【図４】ＬＴＥシステムにおける下りリンクのチャネル構成を示す図である。
【図５】ＬＴＥシステムで使用される無線フレームの構成図である。
【図６】実施形態に係るＵＥ１００（ユーザ端末）のブロック図である。
【図７】実施形態に係るｅＮＢ２００（基地局）のブロック図である。
【図８】実施形態に係るＳＣ－ＰＴＭ伝送の概要を説明するための図である。
【図９】第１実施形態の動作パターン１を示すシーケンス図である。
【図１０】第１実施形態の動作パターン２を示すシーケンス図である。
【図１１】第１実施形態の動作パターン３を示すフロー図である。
【図１２】第１実施形態の動作パターン５を示すシーケンス図である。
【図１３】第２実施形態の動作パターン１を説明するための図である。
【図１４】第２実施形態の動作パターン２を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　［実施形態の概要］
　ＳＣ－ＰＴＭ伝送が導入された場合、下りリンクのデータ（ユーザデータ）の伝送方式
の選択肢として、ユニキャスト伝送及びＭＢＳＦＮ伝送にＳＣ－ＰＴＭ伝送が追加される
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ことになる。しかしながら、ＳＣ－ＰＴＭ伝送が導入された場合、ＳＣ－ＰＴＭ伝送を行
うか否かをどのようにして決定又は切り替えるのかが不明確である。
【００１３】
　以下の実施形態において、ＳＣ－ＰＴＭ伝送に関する決定又は切り替えを適切に行うこ
とが可能なネットワーク装置、ユーザ端末、及び基地局が開示される。
【００１４】
　第１実施形態に係るネットワーク装置は、ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐ
ｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ）伝送によりマルチキャストサービスを提供す
るネットワークに設けられる。前記ネットワーク装置は、セル内のユーザ端末から通知さ
れる情報又は前記ネットワークにおけるＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）の設定状況に基づいて、前記セルにおい
て前記ＳＣ－ＰＴＭ伝送を行うか否かについて判断する制御部を備える。
【００１５】
　第１実施形態に係るユーザ端末は、ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐｏｉｎ
ｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ）伝送によりマルチキャストサービスがネットワーク
から提供される。前記ユーザ端末は、前記ＳＣ－ＰＴＭ伝送が開始されている場合におい
て、前記ネットワークに測定報告を送信する処理を行う制御部を備える。前記測定報告は
、前記ＳＣ－ＰＴＭ伝送に適用されている変調・符号化方式が十分であるか否かを示す情
報を含む。
【００１６】
　第１実施形態に係るユーザ端末は、ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐｏｉｎ
ｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ）伝送によりマルチキャストサービスがネットワーク
から提供される、前記ユーザ端末は、前記ネットワークからのＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅ
ｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）カウンティング要
求に応じて、前記ネットワークにＭＢＭＳカウンティング応答を送信する処理を行う制御
部を備える。前記ＭＢＭＳカウンティング応答は、前記ユーザ端末の地理的な位置を示す
情報又は前記ユーザ端末が検知した隣接セルに関する情報を含む。
【００１７】
　第２実施形態に係る基地局は、ＳＣ－ＰＴＭ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｅｌｌ　Ｐｏｉｎｔ　
ｔｏ　Ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ）伝送によりマルチキャストサービスを提供する。前記基
地局は、ユニキャスト伝送用の第１のベアラ及びＳＣ－ＰＴＭ伝送用の第２のベアラを有
するユーザ端末にデータを送信する処理を行う制御部を備える。前記制御部は、コアネッ
トワークから受信するデータを前記第１のベアラ及び前記第２のベアラの何れか一方にル
ーティングすることにより、前記ユニキャスト伝送と前記ＳＣ－ＰＴＭ伝送との間の切り
替えを行う。
【００１８】
　［移動通信システムの概要］
　以下において、実施形態に係る移動通信システムであるＬＴＥシステムの概要について
説明する。
【００１９】
　（システム構成）
　図１は、実施形態に係るＬＴＥシステムの構成を示す図である。図２は、実施形態に係
るＭＢＭＳ／ｅＭＢＭＳに係るネットワーク構成を示す図である。
【００２０】
　図１に示すように、ＬＴＥシステムは、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）１００
、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１０、及びＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃ
ｏｒｅ）２０を備える。
【００２１】
　ＵＥ１００は、ユーザ端末に相当する。ＵＥ１００は、移動型の通信装置であり、セル
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（サービングセル）との無線通信を行う。ＵＥ１００の構成については後述する。
【００２２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、無線アクセスネットワークに相当する。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は
、ｅＮＢ２００（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）を含む。ｅＮＢ２００は、基地局に相
当する。ｅＮＢ２００は、Ｘ２インターフェイスを介して相互に接続される。ｅＮＢ２０
０の構成については後述する。
【００２３】
　ｅＮＢ２００は、１又は複数のセルを管理しており、自セルとの接続を確立したＵＥ１
００との無線通信を行う。ｅＮＢ２００は、無線リソース管理（ＲＲＭ）機能、ユーザデ
ータ（以下、単に「データ」という）のルーティング機能、モビリティ制御・スケジュー
リングのための測定制御機能等を有する。「セル」は、無線通信エリアの最小単位を示す
用語として使用される他に、ＵＥ１００との無線通信を行う機能を示す用語としても使用
される。
【００２４】
　ＥＰＣ２０は、コアネットワークに相当する。ＥＰＣ２０は、ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔ
ｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）／Ｓ－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ－Ｇａｔｅｗａ
ｙ）３００を含む。ＭＭＥは、ＵＥ１００に対する各種モビリティ制御等を行う。Ｓ－Ｇ
Ｗは、データの転送制御を行う。ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３００は、Ｓ１インターフェイスを介
してｅＮＢ２００と接続される。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０及びＥＰＣ２０は、ＬＴＥシステム
のネットワークを構成する。
【００２５】
　また、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、ＭＣＥ（Ｍｕｌｔｉ－Ｃｅｌｌ／Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　
Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｎｇ　Ｅｎｔｉｔｙ）１１を含む。ＭＣＥ１１は、Ｍ２インターフ
ェイスを介してｅＮＢ２００と接続され、Ｍ３インターフェイスを介してＭＭＥ３００と
接続される（図２参照）。ＭＣＥ１１は、ＭＢＳＦＮ無線リソース管理・割当等を行う。
【００２６】
　ＥＰＣ２０は、ＭＢＭＳ　ＧＷ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌ
ｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｇａｔｅｗａｙ）２１を含む。ＭＢＭＳ　ＧＷ２１は、
Ｍ１インターフェイスを介してｅＮＢ２００と接続され、Ｓｍインターフェイスを介して
ＭＭＥ３００と接続され、ＳＧ－ｍｂ及びＳＧｉ－ｍｂインターフェイスを介してＢＭ－
ＳＣ２２と接続される（図２参照）。ＭＢＭＳ　ＧＷ２１は、ｅＮＢ２００に対してＩＰ
マルチキャストのデータ伝送やセッション制御を行う。
【００２７】
　また、ＥＰＣ２０は、ＢＭ－ＳＣ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｃｅｎｔｅｒ）２２を含む。ＢＭ－ＳＣ２２は、ＳＧ－ｍｂ及びＳＧｉ－ｍｂ
インターフェイスを介してＭＢＭＳ　ＧＷ２１と接続され、ＳＧｉインターフェイスを介
してＰ－ＧＷ２３と接続される（図２参照）。ＢＭ－ＳＣ２２は、主にＴＭＧＩ（Ｔｅｍ
ｐｏｒａｒｙ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｇｒｏｕｐ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）の管理・割当等を行う。
【００２８】
　さらに、ＥＰＣ２０の外部のネットワーク（すなわち、インターネット）には、ＧＣＳ
　ＡＳ（Ｇｒｏｕｐ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔ
ｉｏｎ　Ｓｅｒｖｅｒ）３１が設けられる。ＧＣＳ　ＡＳ３１は、グループ通信用のアプ
リケーションサーバである。ＧＣＳ　ＡＳ３１は、ＭＢ２－Ｕ及びＭＢ２－Ｃインターフ
ェイスを介してＢＭ－ＳＣ２２と接続され、ＳＧｉインターフェイスを介してＰ－ＧＷ２
３と接続される。ＧＣＳ　ＡＳ３１は、グループ通信におけるグループの管理やデータ配
信（ＭＢＭＳ（マルチキャスト）ベアラを使うか、ユニキャストベアラを使うかの判断も
含む）等を行う。
【００２９】
　（無線プロトコルの構成）
　図３は、ＬＴＥシステムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタック図である
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。
【００３０】
　図３に示すように、無線インターフェイスプロトコルは、ＯＳＩ参照モデルの第１層乃
至第３層に区分されており、第１層は物理（ＰＨＹ）層である。第２層は、ＭＡＣ（Ｍｅ
ｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ）層、及びＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）層を含む。第３層は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）層を含む。
【００３１】
　物理層は、符号化・復号、変調・復調、アンテナマッピング・デマッピング、及びリソ
ースマッピング・デマッピングを行う。ＵＥ１００の物理層とｅＮＢ２００の物理層との
間では、物理チャネルを介してデータ及び制御信号が伝送される。
【００３２】
　ＭＡＣ層は、データの優先制御、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ）による再送処理、
及びランダムアクセス手順等を行う。ＵＥ１００のＭＡＣ層とｅＮＢ２００のＭＡＣ層と
の間では、トランスポートチャネルを介してデータ及び制御信号が伝送される。ｅＮＢ２
００のＭＡＣ層は、上下リンクのトランスポートフォーマット（トランスポートブロック
サイズ、変調・符号化方式（ＭＣＳ））及びＵＥ１００への割当リソースブロックを決定
するスケジューラを含む。
【００３３】
　ＲＬＣ層は、ＭＡＣ層及び物理層の機能を利用してデータを受信側のＲＬＣ層に伝送す
る。ＵＥ１００のＲＬＣ層とｅＮＢ２００のＲＬＣ層との間では、論理チャネルを介して
データ及び制御信号が伝送される。
【００３４】
　ＰＤＣＰ層は、ヘッダ圧縮・伸張、及び暗号化・復号化を行う。
【００３５】
　ＲＲＣ層は、制御信号を取り扱う制御プレーンでのみ定義される。ＵＥ１００のＲＲＣ
層とｅＮＢ２００のＲＲＣ層との間では、各種設定のためのメッセージ（ＲＲＣメッセー
ジ）が伝送される。ＲＲＣ層は、無線ベアラの確立、再確立及び解放に応じて、論理チャ
ネル、トランスポートチャネル、及び物理チャネルを制御する。ＵＥ１００のＲＲＣとｅ
ＮＢ２００のＲＲＣとの間に接続（ＲＲＣ接続）がある場合、ＵＥ１００はＲＲＣコネク
ティッドモードであり、そうでない場合、ＵＥ１００はＲＲＣアイドルモードである。
【００３６】
　ＲＲＣ層の上位に位置するＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）層は、セ
ッション管理及びモビリティ管理等を行う。
【００３７】
　（下りリンクのチャネル構成）
　図４は、ＬＴＥシステムにおける下りリンクのチャネル構成を示す図である。
【００３８】
　図４（ａ）は、論理チャネル（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
とトランポートチャネル（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と
の間のマッピングを示す。
【００３９】
　図４（ａ）に示すように、ＰＣＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）は、ページング情報、及びシステム情報変更を通知するための論理チャネルである。Ｐ
ＣＣＨは、トランスポートチャネルであるＰＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にマ
ッピングされる。
【００４０】
　ＢＣＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、ブロードキャ
スト・システム情報のための論理チャネルである。ＢＣＣＨは、トランスポートチャネル
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であるＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）又はＤＬ－ＳＣ
Ｈ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にマッピングされる。
【００４１】
　ＣＣＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、ＵＥ１００とｅＮＢ
２００との間の送信制御情報のための論理チャネルである。ＣＣＣＨは、ＵＥ１００がネ
ットワークとの間でＲＲＣ接続を有していない場合に用いられる。ＣＣＣＨは、ＤＬ－Ｓ
ＣＨにマッピングされる。
【００４２】
　ＤＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、ＵＥ１００と
ネットワークとの間の個別制御情報を送信するための論理チャネルである。ＤＣＣＨは、
ＵＥ１００がＲＲＣ接続を有する場合に用いられる。ＤＣＣＨは、ＤＬ－ＳＣＨにマッピ
ングされる。
【００４３】
　ＤＴＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、データの送信
のための個別論理チャネルである。ＤＴＣＨは、ＤＬ－ＳＣＨにマッピングされる。
【００４４】
　ＭＣＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、１対多（マル
チキャスト／ブロードキャスト）伝送のための論理チャネルである。ＭＣＣＨは、ネット
ワークからＵＥ１００へのＭＴＣＨ用のＭＢＭＳ制御情報の送信のために用いられる。Ｍ
ＣＣＨは、トランスポートチャネルであるＭＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）にマッピングされる。
【００４５】
　ＭＴＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、ネットワーク
からＵＥ１００への１対多（マルチキャスト／ブロードキャスト）のデータ伝送のための
論理チャネルである。ＭＴＣＨは、ＭＣＨにマッピングされる。
【００４６】
　図４（ｂ）は、トランポートチャネル（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）と物理チャネル（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
との間のマッピングを示す。
【００４７】
　図４（ｂ）に示すように、ＢＣＨは、ＰＢＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓ
ｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）にマッピングされる。
【００４８】
　ＭＣＨは、ＰＭＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にマ
ッピングされる。ＭＣＨは、複数のセルによるＭＢＳＦＮ伝送をサポートする。
【００４９】
　ＰＣＨ及びＤＬ－ＳＣＨは、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈ
ａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にマッピングされる。ＤＬ－ＳＣＨは、ＨＡＲＱ、リンクア
ダプテーション、及び動的リソース割当をサポートする。
【００５０】
　ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨ（ＤＬ－ＳＣＨ、ＰＣＨ）のリソース割り当て情報及びＤＬ
－ＳＣＨに関するＨＡＲＱ情報等を運搬する。また、ＰＤＣＣＨは、上りリンクのスケジ
ューリンググラントを運ぶ。
【００５１】
　（無線フレームの構成）
　図５は、ＬＴＥシステムで使用される無線フレームの構成図である。ＬＴＥシステムに
おいて、下りリンクにはＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉ
ｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、上りリンクにはＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ）がそれぞれ適用される。
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【００５２】
　図５に示すように、無線フレームは、時間方向に並ぶ１０個のサブフレームで構成され
る。各サブフレームは、時間方向に並ぶ２個のスロットで構成される。各サブフレームの
長さは１ｍｓであり、各スロットの長さは０．５ｍｓである。各サブフレームは、周波数
方向に複数個のリソースブロック（ＲＢ）を含み、時間方向に複数個のシンボルを含む。
各リソースブロックは、周波数方向に複数個のサブキャリアを含む。１つのシンボル及び
１つのサブキャリアにより１つのリソースエレメント（ＲＥ）が構成される。また、ＵＥ
１００に割り当てられる無線リソース（時間・周波数リソース）のうち、周波数リソース
はリソースブロックにより特定でき、時間リソースはサブフレーム（又はスロット）によ
り特定できる。
【００５３】
　下りリンクにおいて、各サブフレームの先頭数シンボルの区間は、主に下りリンク制御
信号を伝送するためのＰＤＣＣＨとして使用される領域である。また、各サブフレームの
残りの部分は、主に下りリンクデータを伝送するためのＰＤＳＣＨとして使用できる領域
である。また、下りリンクにおいて、ＭＢＳＦＮ伝送用のサブフレームであるＭＢＳＦＮ
サブフレームが設定され得る。
【００５４】
　上りリンクにおいて、各サブフレームにおける周波数方向の両端部は、主に上りリンク
制御信号を伝送するためのＰＵＣＣＨとして使用される領域である。各サブフレームにお
ける残りの部分は、主に上りリンクデータを伝送するためのＰＵＳＣＨとして使用できる
領域である。
【００５５】
　（ユーザ端末の構成）
　図６は、実施形態に係るＵＥ１００（ユーザ端末）のブロック図である。
【００５６】
　図６に示すように、ＵＥ１００は、受信部１１０、送信部１２０、及び制御部１３０を
備える。
【００５７】
　受信部１１０は、制御部１３０の制御下で各種の受信を行う。受信部１１０は、アンテ
ナ及び受信機を含む。受信機は、アンテナが受信する無線信号をベースバンド信号（受信
信号）に変換して制御部１３０に出力する。
【００５８】
　送信部１２０は、制御部１３０の制御下で各種の送信を行う。送信部１２０は、アンテ
ナ及び送信機を含む。送信機は、制御部１３０が出力するベースバンド信号（送信信号）
を無線信号に変換してアンテナから送信する。
【００５９】
　制御部１３０は、ＵＥ１００における各種の制御を行う。制御部１３０は、プロセッサ
及びメモリを含む。メモリは、プロセッサにより実行されるプログラム、及びプロセッサ
による処理に使用される情報を記憶する。プロセッサは、ベースバンド信号の変調・復調
及び符号化・復号等を行うベースバンドプロセッサと、メモリに記憶されるプログラムを
実行して各種の処理を行うＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
と、を含む。プロセッサは、音声・映像信号の符号化・復号を行うコーデックを含んでも
よい。プロセッサは、上述した各種の通信プロトコル及び後述する各種の処理を実行する
。
【００６０】
　（基地局の構成）
　図７は、実施形態に係るｅＮＢ２００（基地局）のブロック図である。
【００６１】
　図７に示すように、ｅＮＢ２００は、送信部２１０、受信部２２０、制御部２３０、及
びバックホール通信部２４０を備える。
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【００６２】
　送信部２１０は、制御部２３０の制御下で各種の送信を行う。送信部２１０は、アンテ
ナ及び送信機を含む。送信機は、制御部２３０が出力するベースバンド信号（送信信号）
を無線信号に変換してアンテナから送信する。
【００６３】
　受信部２２０は、制御部２３０の制御下で各種の受信を行う。受信部２２０は、アンテ
ナ及び受信機を含む。受信機は、アンテナが受信する無線信号をベースバンド信号（受信
信号）に変換して制御部２３０に出力する。
【００６４】
　制御部２３０は、ｅＮＢ２００における各種の制御を行う。制御部２３０は、プロセッ
サ及びメモリを含む。メモリは、プロセッサにより実行されるプログラム、及びプロセッ
サによる処理に使用される情報を記憶する。プロセッサは、ベースバンド信号の変調・復
調及び符号化・復号等を行うベースバンドプロセッサと、メモリに記憶されるプログラム
を実行して各種の処理を行うＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ
）と、を含む。プロセッサは、上述した各種の通信プロトコル及び後述する各種の処理を
実行する。
【００６５】
　バックホール通信部２４０は、Ｘ２インターフェイスを介して隣接ｅＮＢと接続され、
Ｓ１インターフェイスを介してＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３００と接続される。バックホール通信
部２４０は、Ｘ２インターフェイス上で行う通信及びＳ１インターフェイス上で行う通信
等に使用される。
【００６６】
　（ＳＣ－ＰＴＭ伝送の概要）
　図８は、第１実施形態に係るＳＣ－ＰＴＭ伝送の概要を説明するための図である。ここ
では、ｅＮＢ２００における処理について主として説明する。第１実施形態に係るｅＮＢ
２００は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストサービスを提供する。
【００６７】
　図８に示すように、ＳＣ－ＰＴＭ伝送が適用されるＭＢＭＳベアラは、マルチキャスト
サービス（ＭＢＭＳサービス）を示すＴＭＧＩ（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｇ
ｒｏｕｐ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）と対応付けられている。ここで、ＭＢＭＳベアラは、ＵＥ
１００とＢＭ－ＳＣ２２との間に確立される、ブロードキャスト／マルチキャスト用のベ
アラである。例えば、あるＭＢＭＳサービスに対して、ＭＢＭＳ　ＧＷ２１とｅＮＢ２０
０との間にはＩＰマルチキャストベアラが確立され、ｅＮＢ２００とＵＥ１００との間に
はＭＢＭＳ　ＰＴＭ　ｒａｄｉｏ　ｂｅａｒｅｒが確立される。
【００６８】
　ＳＣ－ＰＴＭ伝送が適用されるＭＢＭＳベアラは、ＲＬＣ層においてセグメンテーショ
ンが施された後、論理チャネルであるＭＴＣＨにマッピングされる。なお、ＳＣ－ＰＴＭ
伝送には、ＲＬＣ層においてＵＭ（Ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ）が適用さ
れ、ＡＲＱ処理が施されなくてもよい。ＭＴＣＨは、ＴＭＧＩごとに存在する。すなわち
、ＴＭＧＩは、論理チャネルの識別子であるＬＣＩＤと対応付けられる。
【００６９】
　ユニキャスト伝送が適用されるＥＰＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ
）ベアラは、ＰＤＣＰ層においてＲＯＨＣ処理及びＳｅｃｕｒｉｔｙ処理が施され、かつ
ＲＬＣ層においてセグメンテーション及びＡＲＱ処理が施された後、論理チャネルである
ＤＴＣＨにマッピングされる。ここで、ＥＰＳベアラは、ＵＥ１００とＰ－ＧＷ２３との
間に確立される、ユニキャスト用のベアラである。
【００７０】
　ｅＮＢ２００の制御部２３０（ＭＡＣ層）は、ＭＴＣＨ、ＤＴＣＨ、ＣＣＣＨ、ＢＣＣ
Ｈ、ＰＣＣＨの各論理チャネルについて、ユニキャスト／ＳＣ－ＰＴＭスケジューリング
及び優先制御（Ｐｒｉｏｒｉｔｙ　Ｈａｎｄｌｉｎｇ）を行う。また、ｅＮＢ２００の制
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御部２３０（ＭＡＣ層）は、ＭＴＣＨ及びＤＴＣＨを多重化（Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ
）し、ＨＡＲＱ処理を施した後、各コンポーネントキャリア（ＣＣ）のＤＬ－ＳＣＨにマ
ッピングする。
【００７１】
　さらに、ｅＮＢ２００は、ＭＢＭＳベアラにＭＢＳＦＮ伝送を適用し、ＭＢＳＦＮ伝送
によりブロードキャスト／マルチキャストサービスを提供してもよい。ｅＮＢ２００の制
御部２３０（ＭＡＣ層）は、ＭＣＣＨ及びＭＴＣＨについて、ＭＣＥ１１から受信したＭ
ＢＭＳスケジューリング情報を参照してＭＢＭＳスケジューリングを行った後、多重化（
Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）し、ＭＣＨにマッピングする。
【００７２】
　［第１実施形態］
　以下において、第１実施形態について説明する。
【００７３】
　第１実施形態に係るネットワーク装置は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストサー
ビスを提供するネットワークに設けられる。以下において、ネットワーク装置がｅＮＢ２
００である場合を主として想定する。しかしながら、ネットワーク装置はＭＣＥ１１等で
あってもよい。ネットワーク装置は、セル内のＵＥ１００から通知される情報又はネット
ワークにおけるＭＢＭＳの設定状況に基づいて、当該セルにおいてＳＣ－ＰＴＭ伝送を行
うか否かについての判断を含む制御（ＳＣ－ＰＴＭ制御）を行う。
【００７４】
　（動作パターン１）
　図９は、第１実施形態の動作パターン１を示すシーケンス図である。なお、図９及び図
１０において、マルチキャストグループに属するＵＥ１００を１つのみ図示しているが、
実際にはマルチキャストグループに複数のＵＥ１００が属している。マルチキャストグル
ープに属するＵＥ１００には、例えばｅＮＢ２００等からＧ－ＲＮＴＩ（Ｇｒｏｕｐ－Ｒ
ａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）が割り当てられる
。
【００７５】
　図９に示すように、ステップＳ１１１において、ｅＮＢ２００は、自セルにおいてＳＣ
－ＰＴＭ伝送を開始する。具体的には、マルチキャストグループに属するＵＥ１００に対
してＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストデータを送信する。当該マルチキャストデー
タの送信には、Ｇ－ＲＮＴＩが適用される。ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストデー
タを受信するＵＥ１００は、ｅＮＢ２００のセルにおいてＲＲＣコネクティッド状態であ
ってもよいし、ＲＲＣアイドル状態であってもよい。以下においては、ＳＣ－ＰＴＭ伝送
を受信するＵＥ１００がＲＲＣコネクティッド状態である場合を主として想定する。
【００７６】
　ステップＳ１１２において、ｅＮＢ２００は、個別ＲＲＣメッセージにより測定設定（
Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ）をＵＥ１００に送信する。但し、ステップＳ１
１２は、ステップＳ１１１よりも前に行われてもよい。
【００７７】
　「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ」は、報告設定情報（ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆ
ｉｇ）、測定対象（ＭｅａｓＯｂｊｅｃｔ）、及び測定識別子（ＭｅａｓＩｄ）を含んで
もよい。「ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ」は、ＵＥ１００からｅＮＢ２００に対して「Ｍｅ
ａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」を送信する条件を設定するものである。例えば、Ｅ
ｖｅｎｔ－Ａ３で規定される条件によれば、周辺セルに対する測定結果が、現在のサービ
ングセルに対する測定結果よりもオフセット値以上良くなった場合に、「Ｍｅａｓｕｒｅ
ｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」が送信される。また、「Ｐｅｒｉｏｄｉｃａｌ」で規定される
条件によれば、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」によって、所定の報告周期で
「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」が送信される。オフセット値、所定閾値、所
定の報告周期、報告回数、報告条件の種類等が、「ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ」により設
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定される。「ＭｅａｓＯｂｊｅｃｔ」は、ＵＥ１００が測定対象とすべき周波数及び／又
はＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）を設定するものである。
「ＭｅａｓＩｄ」は、１つの「ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ」と１つの「ＭｅａｓＯｂｊｅ
ｃｔ」とを対応付けるために用いられる。ＵＥ１００は、「ＭｅａｓＩｄ」に対応する「
ＭｅａｓＯｂｊｅｃｔ」によって指定されている測定対象について測定を行い、「Ｍｅａ
ｓＩｄ」によって「ＭｅａｓＯｂｊｅｃｔ」に対応する「ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ」に
よって指定されている条件が満たされている場合、ｅＮＢ２００に対して「Ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」を送信する。
【００７８】
　「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ」は、後述するＭＣＳ情報の対象とするＭＢ
ＭＳサービス（マルチキャストサービス）を示す識別情報を含んでもよい。識別情報は、
当該ＭＢＭＳサービス（マルチキャストグループ）に対応するＧ－ＲＮＴＩである。或い
は、識別情報は、当該ＭＢＭＳサービスに対応するＴＭＧＩ（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｇｒｏｕｐ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）であってもよい。
【００７９】
　また、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ」は、後述するＭＣＳ情報を「Ｍｅａ
ｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」に含めるよう要求するための情報を含んでもよい。「
Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ」は、後述する位置情報及び／又は隣接セル情報
を「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」に含めるよう要求するための情報を含んで
もよい。「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ」は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送の受信状態に
基づく報告条件を設定するための情報を含んでもよい。例えば、ＳＣ－ＰＴＭ伝送の受信
品質（例えばエラーレート）が所定閾値を下回った場合に、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　
Ｒｅｐｏｒｔ」を送信するという報告条件を設定してもよい。
【００８０】
　ＵＥ１００は、セルごとの下りリンク参照信号（ＣＲＳ：Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）に対する測定を行い、測定結果を得る。測定結果
とは、参照信号受信電力（ＲＳＲＰ）及び／又は参照信号受信品質（ＲＳＲＱ）等である
。また、ＵＥ１００は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送の受信品質を測定し、ＳＣ－ＰＴＭ伝送に適用
されている変調・符号化方式（ＭＣＳ）が十分であるか否かを判断する。
【００８１】
　ステップＳ１１３において、ＵＥ１００は、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ
」に基づいて、ＲＲＣメッセージの一種である「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ
」をｅＮＢ２００に送信する。ｅＮＢ２００は、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒ
ｔ」を受信する。
【００８２】
　「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」は、セル測定結果（ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ）
だけではなく、ＳＣ－ＰＴＭ伝送に適用されているＭＣＳが十分であるか否かを示す情報
（ＭＣＳ情報）を含む。ＭＣＳ情報は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送に適用されているＭＣＳが十分
であるか否かを示す１ビットの情報（例えば、ＯＫ／ＮＧ）である。或いは、ＭＣＳ情報
は、ＭＣＳの増減（ＵＰ／ＤＯＷＮ）を要求する情報である。或いは、ＭＣＳ情報は、Ｕ
Ｅ１００が期待するＭＣＳを示すインデックス値である。
【００８３】
　また、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」は、ＵＥ１００の地理的な位置を示
す情報（位置情報）及び／又はＵＥ１００が検知した隣接セルに関する情報（隣接セル情
報）を含んでもよい。位置情報は、例えばＧＮＳＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｎａｖｉｇａｔｉｏ
ｎ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）位置情報である。隣接セル情報は、隣接セル測
定結果を含む。隣接セル測定結果は、隣接セルのセルＩＤを含む。隣接セル情報は、隣接
セルが（ＵＥ１００が興味を持つ）ＭＢＭＳサービスを提供しているか否かを示す情報を
含んでもよい。
【００８４】
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　ステップＳ１１４において、ｅＮＢ２００は、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒ
ｔ」に含まれる情報に基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ伝送を制御する。
【００８５】
　例えば、ｅＮＢ２００は、マルチキャストグループに属する各ＵＥ１００から得られた
ＭＣＳ情報に基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ伝送に適用されるＭＣＳを増減してもよい。また、
ＭＣＳの増減によっても所要の受信品質を満たせないＵＥ１００が存在する場合、当該Ｕ
Ｅ１００について、ＳＣ－ＰＴＭ伝送からユニキャスト伝送に切り替えると判断してもよ
い。或いは、ＭＣＳの増減によっても所要の受信品質を満たせないＵＥ１００が所定の割
合以上存在する場合、ｅＮＢ２００は、当該マルチキャストグループに対するＳＣ－ＰＴ
Ｍ伝送を中止し、ユニキャスト伝送に切り替えると判断してもよい。或いは、ｅＮＢ２０
０は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送からＭＢＳＦＮ伝送に切り替えると判断し、その旨をＭＣＥ１１
に通知してもよい。
【００８６】
　ｅＮＢ２００は、マルチキャストグループに属する各ＵＥ１００から得られた位置情報
／隣接セル情報に基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ伝送からＭＢＳＦＮ伝送に切り替える判断を行
ってもよい。例えば、ｅＮＢ２００は、自セルのセルエッジ付近にマルチキャストグルー
プが位置する場合に、隣接セルとの干渉を避けるために、自セル及び隣接セルを含むＭＢ
ＳＦＮエリアによるＭＢＳＦＮ伝送に切り替えと判断してもよい。
【００８７】
　ｅＮＢ２００は、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」に含まれる情報に基づい
て、ＵＥ１００のグルーピングを行ってもよい。例えば、ｅＮＢ２００は、同じマルチキ
ャストデータ（ＭＢＭＳサービス）を受信する複数のＵＥ１００のうち、ＭＢＳＦＮ伝送
の受信品質（すなわち、期待するＭＣＳ）が似通ったＵＥ１００からなるマルチキャスト
グループを設定してもよい。或いは、ｅＮＢ２００は、相互に近接するＵＥ１００からな
るマルチキャストグループを設定してもよい。
【００８８】
　（動作パターン２）
　図１０は、第１実施形態の動作パターン２を示すシーケンス図である。
【００８９】
　図１０に示すように、ステップＳ２０１において、ＭＣＥ１１は、ＭＢＭＳカウンティ
ング要求（ＭＢＭＳ　Ｃｏｕｎｔｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）をｅＮＢ２００に送信する。
また、ステップＳ２０２において、ｅＮＢ２００は、ＭＣＥ１１からの要求に応じて、Ｍ
ＢＭＳカウンティング要求（ＭＢＭＳ　Ｃｏｕｎｔｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）をＵＥ１０
０に送信する。「ＭＢＭＳ　Ｃｏｕｎｔｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」は、カウント対象のＴ
ＭＧＩ（ＭＢＭＳサービス）のリストであるＴＭＧＩリストを含む。
【００９０】
　ステップＳ２０３において、ＵＥ１００は、「ＭＢＭＳ　Ｃｏｕｎｔｉｎｇ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ」の受信に応じて、ＭＢＭＳカウンティング応答（ＭＢＭＳ　Ｃｏｕｎｔｉｎｇ　
Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）をｅＮＢ２００に送信する。
【００９１】
　「ＭＢＭＳ　Ｃｏｕｎｔｉｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」は、ＴＭＧＩリスト中の各ＴＭＧ
ＩについてＵＥ１００が興味を持つか否かを示す情報を含む。「ＭＢＭＳ　Ｃｏｕｎｔｉ
ｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」は、ＵＥ１００の地理的な位置を示す情報（位置情報）及び／
又はＵＥ１００が検知した隣接セルに関する情報（隣接セル情報）を含む。
【００９２】
　ステップＳ２０４において、ｅＮＢ２００は、ＵＥ１００から受信した「ＭＢＭＳ　Ｃ
ｏｕｎｔｉｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」をＭＣＥ１１に転送する。その際、自身のセルＩＤ
を含めてもよい。
【００９３】
　ステップＳ２０５において、ＭＣＥ１１は、「ＭＢＭＳ　Ｃｏｕｎｔｉｎｇ　Ｒｅｓｐ
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ｏｎｓｅ」に含まれる情報に基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ伝送を開始するか否かを判断する。
例えば、ＭＣＥ１１は、同じＴＭＧＩ（ＭＢＭＳサービス）に興味を持つ複数のＵＥ１０
０が近接しているような場合に、当該複数のＵＥ１００に対するＳＣ－ＰＴＭ伝送を開始
すると判断してもよい。或いは、ＭＣＥ１１は、同じＴＭＧＩ（ＭＢＭＳサービス）に興
味を持つ複数のＵＥ１００がｅＮＢ２００のセルのセルエッジ付近に位置する場合に、隣
接セルとの干渉を避けるために、当該セル及び隣接セルを含むＭＢＳＦＮエリアを設定し
、ＭＢＳＦＮ伝送を開始すると判断してよい。
【００９４】
　ＭＣＥ１１は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送を開始すると判断した場合に、ＳＣ－ＰＴＭ伝送の開
始指示をｅＮＢ２００に送信してもよい（ステップＳ２０６）。
【００９５】
　（動作パターン３）
　図１１は、第１実施形態の動作パターン３を示すフロー図である。
【００９６】
　図１１に示すように、ｅＮＢ２００は、ＭＢＭＳ　ＧＷ２１とのＭＢＭＳベアラ（ＩＰ
マルチキャストベアラ）が確立されていない場合（ステップＳ３１１：ＮＯ）、ユニキャ
スト伝送を行うと判断する（ステップＳ３１２）。
【００９７】
　ｅＮＢ２００は、ＭＢＭＳ　ＧＷ２１とのＭＢＭＳベアラが確立されており（ステップ
Ｓ３１１：ＹＥＳ）、かつ、当該ＭＢＭＳベアラに対応するＭＢＳＦＮ（ＭＢＳＦＮエリ
ア）が自セルに設定されている場合（ステップＳ３１３：ＹＥＳ）、当該ＭＢＭＳベアラ
を介して受信するデータをＭＢＳＦＮ伝送により送信すると判断する。
【００９８】
　ｅＮＢ２００は、ＭＢＭＳ　ＧＷ２１とのＭＢＭＳベアラが確立されており（ステップ
Ｓ３１１：ＹＥＳ）、かつ、当該ＭＢＭＳベアラに対応するＭＢＳＦＮ（ＭＢＳＦＮエリ
ア）が自セルに設定されていない場合（ステップＳ３１３：ＮＯ）、当該ＭＢＭＳベアラ
を介して受信するデータをＳＣ－ＰＴＭ伝送により送信すると判断する。なお、ＥＰＳベ
アラを確立することによりユニキャスト伝送を行うと判断してもよい。
【００９９】
　（動作パターン４）
　ｅＮＢ２００は、他のネットワーク装置（例えばＭＣＥ１１等）からの指示に応じてＳ
Ｃ－ＰＴＭ伝送を行う場合であっても、ＳＣ－ＰＴＭ伝送の中止を自律的に判断する。
【０１００】
　例えば、上述した動作パターン１において、ｅＮＢ２００は、他のネットワーク装置（
例えばＭＣＥ１１等）からの指示に応じてＳＣ－ＰＴＭ伝送を行う場合であっても、ＵＥ
１００からの「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」に基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ伝送
を中止すると判断してもよい。或いは、ｅＮＢ２００は、ＵＥ１００からのＣＱＩ（Ｃｈ
ａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）又はＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫに
基づいて、ＳＣ－ＰＴＭ伝送を中止すると判断してもよい。
【０１０１】
　ｅＮＢ２００は、複数のＵＥ１００からなるマルチキャストグループに対してＳＣ－Ｐ
ＴＭ伝送を中止すると判断した場合、当該複数のＵＥ１００のそれぞれに対するユニキャ
スト伝送に切り替えてもよい。例えば、ｅＮＢ２００は、当該複数のＵＥ１００における
ＳＣ－ＰＴＭ伝送の受信品質（すなわち、期待するＭＣＳ）又は位置に大きなバラツキが
ある場合に、ＳＣ－ＰＴＭ伝送を中止して、マルチキャスト伝送に切り替えてもよい。或
いは、ｅＮＢ２００は、自セルにおける無線リソースの空きが大きくなった場合に、ＳＣ
－ＰＴＭ伝送を中止して、マルチキャスト伝送に切り替えてもよい。
【０１０２】
　なお、ｅＮＢ２００は、他のネットワーク装置（例えばＭＣＥ１１等）からの指示に応
じてＳＣ－ＰＴＭ伝送を行う場合において、ＳＣ－ＰＴＭ伝送を中止すると判断した際に
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、ＳＣ－ＰＴＭ伝送を中止する旨を当該他のネットワーク装置に通知してもよい。
【０１０３】
　（動作パターン５）
　図１２は、第１実施形態の動作パターン５を示すシーケンス図である。
【０１０４】
　図１２に示すように、ステップＳ５０１において、ｅＮＢ２００は、ＭＢＭＳ　ＧＷ２
１とのＭＢＭＳベアラ（ＩＰマルチキャストベアラ）が確立される場合において、当該Ｍ
ＢＭＳベアラに対応付けられたＱＣＩ（ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）情
報をＭＣＥ１１から取得する。ステップＳ５０１に先立ち、ｅＮＢ２００は、ＱＣＩ情報
を送信するようＭＣＥ１１に要求してもよい。
【０１０５】
　ステップＳ５０２において、ｅＮＢ２００は、ＱＣＩ情報に基づいて、当該ＭＢＭＳベ
アラに対応するＳＣ－ＰＴＭ伝送におけるスケジューリングを行う。例えば、ｅＮＢ２０
０は、ＱＣＩ情報に基づいて、要求されるＱｏＳが満たされるように、ＳＣ－ＰＴＭ伝送
に適用するＭＣＳ及び／又はリソースブロック数を決定する。
【０１０６】
　［第２実施形態］
　第２実施形態について、第１実施形態との相違点を主として説明する。
【０１０７】
　第２実施形態に係るｅＮＢ２００は、ＳＣ－ＰＴＭ伝送によりマルチキャストサービス
を提供する。ｅＮＢ２００は、ユニキャスト伝送用の第１のベアラ及びＳＣ－ＰＴＭ伝送
用の第２のベアラを有するＵＥ１００にデータを送信する処理を行う。ｅＮＢ２００は、
コアネットワークから受信するデータを第１のベアラ及び第２のベアラの何れか一方にル
ーティングすることにより、ユニキャスト伝送とＳＣ－ＰＴＭ伝送との間の切り替えを（
動的に）行う。
【０１０８】
　（動作パターン１）
　図１３は、第２実施形態の動作パターン１を説明するための図である。
【０１０９】
　図１３に示すように、ユニキャスト伝送用の第１のベアラは、ｅＮＢ２００を介してＵ
Ｅ１００とＰ－ＧＷ２３との間に確立されるＥＰＳベアラである。ＳＣ－ＰＴＭ伝送用の
第２のベアラは、ｅＮＢ２００を介してＵＥ１００とＭＢＭＳ　ＧＷ２１との間に確立さ
れるＭＢＭＳベアラである。
【０１１０】
　例えば、ｅＮＢ２００は、ＥＰＳベアラを介してＰ－ＧＷ２３から受信するデータをＭ
ＢＭＳベアラにルーティングすることにより、ユニキャスト伝送からＳＣ－ＰＴＭ伝送へ
の切り替えを行う。或いは、ｅＮＢ２００は、ＭＢＭＳベアラを介してＭＢＭＳ　ＧＷ２
１から受信するデータをＥＰＳベアラにルーティングすることにより、ＳＣ－ＰＴＭ伝送
からユニキャスト伝送かへの切り替えを行う。
【０１１１】
　ｅＮＢ２００は、ＵＥ１００からのフィードバック情報（ＣＱＩ、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ等）に基づいて、ユニキャスト伝送とＳＣ－ＰＴＭ伝送との間の切り替えを動的
に行ってもよい。
【０１１２】
　また、ｅＮＢ２００は、ユニキャスト伝送用の第１のベアラ（ＥＰＳベアラ）及びＳＣ
－ＰＴＭ伝送用の第２のベアラ（ＭＢＭＳベアラ）の両ベアラを設定するための設定情報
をＵＥ１００に通知してもよい。この場合、例えばＲＲＣメッセージにより当該設定情報
を通知してもよい。
【０１１３】
　或いは、ｅＮＢ２００は、ＵＥ１００が確立している第１のベアラ（ＥＰＳベアラ）及
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び第２のベアラ（ＭＢＭＳベアラ）の両ベアラに関する情報をＵＥ１００から取得しても
よい。
【０１１４】
　（動作パターン２）
　図１４は、第２実施形態の動作パターン２を説明するための図である。
【０１１５】
　図１４に示すように、動作パターン２において、ユニキャスト伝送用の第１のベアラは
、ＵＥ１００とｅＮＢ２００との間に確立される第１の無線ベアラである。ＳＣ－ＰＴＭ
伝送用の第２のベアラは、ＵＥ１００とｅＮＢ２００との間に確立される第２の無線ベア
ラである。なお、第３の無線ベアラとして、ＭＢＭＳ　ＰＴＭベアラ（ＭＢＳＦＮ伝送用
の無線ベアラ）を確立してもよい。
【０１１６】
　例えば、ｅＮＢ２００は、ＥＰＳベアラ（図１３参照）を介してＰ－ＧＷ２３から受信
するデータを第２の無線ベアラにルーティングすることにより、ユニキャスト伝送からＳ
Ｃ－ＰＴＭ伝送への切り替えを行う。或いは、ｅＮＢ２００は、ＭＢＭＳベアラ（図１３
参照）を介してＭＢＭＳ　ＧＷ２１から受信するデータを第１の無線ベアラにルーティン
グすることにより、ＳＣ－ＰＴＭ伝送からユニキャスト伝送への切り替えを行う。
【０１１７】
　動作パターン２において、第１の無線ベアラは、Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ－Ｒａｄｉｏ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）と対応付けられる。第
２の無線ベアラは、Ｇ－ＲＮＴＩ（Ｇｒｏｕｐ－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐ
ｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）と対応付けられる。ＵＥ１００は、Ｃ－ＲＮＴＩに
より第１の無線ベアラを識別し、Ｇ－ＲＮＴＩにより第２の無線ベアラを識別する。
【０１１８】
　また、動作パターン２において、第１の無線ベアラ及び第２の無線ベアラは、１つの論
理チャネルＩＤ（ＬＣＩＤ）に対応付けられてもよい。ＵＥ１００において、第１の無線
ベアラのデータ及び第２の無線ベアラのデータは、同じ論理チャネルにマッピングされる
。なお、動作パターン１においても、ＥＰＳベアラ及びＭＢＭＳベアラを１つのＬＣＩＤ
に対応付ける方法を採用してもよい。
【０１１９】
　ｅＮＢ２００は、ＵＥ１００からのフィードバック情報（ＣＱＩ、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ等）に基づいて、ユニキャスト伝送とＳＣ－ＰＴＭ伝送との間の切り替えを動的
に行ってもよい。
【０１２０】
　また、ｅＮＢ２００は、ユニキャスト伝送用の第１のベアラ（ＥＰＳベアラ）及びＳＣ
－ＰＴＭ伝送用の第２のベアラ（ＭＢＭＳベアラ）の両ベアラを設定するための設定情報
をＵＥ１００に通知してもよい。この場合、例えばＲＲＣメッセージにより当該設定情報
を通知してもよい。
【０１２１】
　或いは、ｅＮＢ２００は、ＵＥ１００が確立している第１のベアラ（ＥＰＳベアラ）及
び第２のベアラ（ＭＢＭＳベアラ）の両ベアラに関する情報をＵＥ１００から取得しても
よい。
【０１２２】
　［その他の実施形態］
　上述した第１実施形態及び第２実施形態は、別個独立して実施してもよいし、相互に組
み合わせて実施してもよい。
【０１２３】
　上述した各実施形態において、移動通信システムとしてＬＴＥシステムを例示し、ＷＡ
Ｎ通信としてＬＴＥ通信を例示した。しかしながら、本発明はＬＴＥシステムに限定され
ない。ＬＴＥシステム以外の移動通信システムに本発明を適用してもよい。
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【０１２４】
　［相互参照］
　米国仮出願第６２／１４５９０８号（２０１５年４月１０日）の全内容が参照により本
願明細書に組み込まれている。
【産業上の利用可能性】
【０１２５】
　本発明は、通信分野において有用である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】
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